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CDPは2000年に英国で設立された国際的な環境非営利団体であり、「人々と地球

にとって、健全で豊かな経済を保つ」ことを目的に活動しています。

CDPとは

その目的の達成に向けて、CDPは投資家、企業、自治体に対して働きかけ、それぞれの

環境インパクトに関する情報開示を促しています。

CDPの情報開示システムは世界経済における環境報告のグローバルスタンダードとなってお

り、企業や自治体の環境インパクトに関する世界最大のデータセットを保有しています。

世界中の投資家、購買企業、政策決定者は、CDPに集められた情報を活用し、データ

に基づいた意思決定を行っています。
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CDPの活動規模（2020年）

投資運用総額106兆米ドル超、515を超える投資家

購買力4兆米ドルを超える155以上のサプライチェーンメンバー

9,600社を超える企業（世界の時価総額の5割以上）からの回答

800以上の都市、120を超える州・地域が環境インパクトを開示
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※CDPの活動概要の詳細と回答の進め方についてのウェビナーはこちら

https://japan.cdp.net/disclosure-support


水セキュリティ質問書に回答する意義
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世界の水需要が増加する一方で、気候変動による干ばつの影響等により供給が

減少傾向にあり、2030年までに世界の水供給は５６％不足する見込み。

水リスクの財務への潜在的な影響は３３６０億米ドルに上る。行動を起こさない場

合のコストは、行動を起こした場合のコストの５倍。

２０２０年にCDPに報告された水関連のビジネス機会の総額は７１１０億米ドル。

CDP水セキュリティ質問書に回答し、水リスクとその影響を認識することで、水

管理への理解を深めることができ、サプライチェーンのレジリエンス向上が可能。

出典：

UN World Water Development Report 2020

CDP Global Water Report 2020

https://www.unwater.org/publications/world-water-development-report-2020/
https://6fefcbb86e61af1b2fc4-c70d8ead6ced550b4d987d7c03fcdd1d.ssl.cf3.rackcdn.com/cms/reports/documents/000/005/577/original/CDP_Water_analysis_report_2020.pdf?1617987510
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リーダーシップ
ベストプラクティス

マネジメント
水課題に関する
活動・方針・戦略の策定と実行

認識
水リスクとその影響を
理解している

情報開示
情報開示を行っている

CDPスコア

無回答企業のスコアはF

A、A-

B、B-

C、C-

D、D-
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CDP水セキュリティ質問書：セクター

セクター

エネルギー 電力事業（EU）
石油・天然ガス（OG)

輸送 ―

素材 化学（CH)

金属・鉱業（MM)

金融 ―

農業 食品・飲料・タバコ（FBT)

一般 セクター別質問書に

該当しない全ての企業

水への影響が大きいセクターの企業にはセク

ター別の設問が表示されます。

回答企業には、CDPの活動分類システム(CDP-

ACS)に基づいてセクターが割り振られていま

す。

セクターを選択する際には、貴社に割り振られた

セクターを含めてください。

回答するセクターによって回答する設問が異な

るため、設問が貴社に当てはまらない場合には、

質問番号が連続しない場合があります。

https://6fefcbb86e61af1b2fc4-c70d8ead6ced550b4d987d7c03fcdd1d.ssl.cf3.rackcdn.com/cms/guidance_docs/pdfs/000/001/540/original/CDP-ACS-full-list-of-classifications.pdf?1520244912
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CDP水セキュリティ質問書：構成

２０２１モジュール 主な内容

一
般
の
設
問

W0 イントロダクション 会社概要、報告年、通貨、バウンダリ

W1 現状

水への依存度、水のアカウンティング（水のモニタリングの割合、取水量・排

水 量・消費量の合計値、水ストレスの大きい水域での取水量、リサイクル・再

生 水の割合）、バリューチェーンでの協働

W2 事業への影響 報告年における水による事業への影響、水規制違反により受けた罰則

W3 手順 水リスクの評価方法の手順・考慮される要素

W4 リスクと機会
水リスクのある施設数・内容等、水関連リスクと対応、

水によりもたらされる機会

W5 施設レベルの水会計 施設レベルの水に関するデータ

W6 ガバナンス 水関連方針、マネジメントの責任、政策への関与

W7 事業戦略 事業計画、設備投資費/操業費、シナリオ分析、ウォータープライシング

W8 目標 水関連目標と達成に向けた進捗

W9 検証 水情報に関する外部検証

W10 最終承認 回答承認者の情報



W0.1

W0.2

W0.3

W0.4

W0.5

W0.6
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CDP水セキュリティ質問書：W0 イントロダクション

企業概要

報告年の開始日と終了日

データを提供する国／地域

通貨

報告対象とする会社、事業体、グループの報告範囲（バウンダリ）

バウンダリの除外



W1. 1

W1. 2

W1. 2d

W1.
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4

貴社事業の成功には、水質と水量はどの程度重要ですか。
現在および将来の重要度をお答えください。

以下の項目に関して、貴社の事業全体でどの程度の割合を
定期的に測定・モニタリングしていますか。

水源別取水量、取水の質、総排水量、放流先別排水量、処理方法別排水量、

排水の質、水消費量、再利用水 等

水ストレス下にある地域から取水しているか否かを示し、
その割合を記入してください。

水関連問題のために、貴社のバリューチェーンとエンゲージメントしていますか。

CDP水セキュリティ質問書：W１ 現状



W2. 1

W2. 2
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貴社はこれまでに、水関連の有害な影響を被ったことはありますか。

貴社は報告年に、水関連の規制違反を理由として罰金、法的命令、
その他のペナルティを科されましたか。

CDP水セキュリティ質問書：W２ 事業への影響



W3.3

W3.3a

W3.3d
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貴社では水関連のリスクの評価を実施していますか。

水関連のリスクの特定と評価の手続きの詳細

水関連リスク評価で考慮されるもの項目を選択

河川流域／集水域における水の利用可能性と水質、河川流域／集水域における水資源に

関連したステークホルダー間の対立、水関連の規制枠組み、生態系及び動植物生息環境の状況 等

貴社の水関連のリスク評価で考慮されるステークホルダー

自社オペレーションやバリューチェーンにおける

水関連リスクの特定、評価、リスク対処のプロセス

CDP水セキュリティ質問書：W３ 手順

W3.3b

W3.3c



W4.1

W4.2a

W4.3

W4.1c
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財務または戦略面で影響を及ぼす可能性のある

水関連リスクの特定をしたことがあるか

水関連リスクにさらされている施設の数とその割合、

事業への潜在的影響の詳細

特定されたリスクとその対応についての詳細

財務または戦略面で影響を及ぼす可能性のある

水関連機会の特定をしたことがあるか

特定された機会の詳細

CDP水セキュリティ質問書：W4 リスクと機会

W4.3a



W5. 1
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W4.1cで挙げた各施設について地理座標、水会計データ、

前報告年との比較を回答

CDP水セキュリティ質問書：W５ 施設レベルの会計



W6.

W6. 1

W6. 2

W6. 4
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貴社には水に関する企業方針がありますか。

貴社内では、水関連問題について取締役会レベルの監督が実施されていますか。

水関連問題の管理に関して、経営幹部レベル役員または取締役に
インセンティブを付与していますか。

貴社では、水に関する公共政策に直接的または間接的に影響を

及ぼしうる活動に関与していますか。

政策立案者との直接的な協議を通じて、業界団体を通じて、

研究機関への資金提供を通じて 等

W6. 5

CDP水セキュリティ質問書：W6 ガバナンス



W7. 1

W7. 3

W7. 4
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水関連問題は、貴社の長期的・戦略的事業計画のいずれかの側面に
組み込まれていますか。組み込まれている場合はその詳細。

貴社では、気候関連シナリオ分析で得られる情報を事業戦略に利用していますか。

貴社では、水に対して内部的価格付け（水のプライシング）を実施していますか。

CDP水セキュリティ質問書：W７ 事業戦略



W8. 1
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水関連の定量的／定性的目標を

どのように設定・モニタリングしているのかの説明

目標の種類

目標が対象とする範囲

目標設定の動機

目標の詳細

定量的測定基準

基準年

開始年

目標年

目標達成度

CDP水セキュリティ質問書：W８ 目標



W9. 1

W9 1a

CDPで情報開示する水関連情報について、外部検証を受けているか。

受けている場合、検証したのはCDP回答におけるどのデータか。

どのような検証基準を用いたか。

CDP水セキュリティ質問書：W９ 検証
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CDP水セキュリティ質問書：用語の定義

◆取水（water withdrawal)

企業または工場で使用したすべての水の総量

◆表面淡水（fresh surface water)

・地下にない表面淡水（雨水や湿地、河川や湖などの水を含む）

・氷床や氷河なども含む

◆汽水（brackish water)

塩分濃度が比較的高い水（10,000 mg/L以上） （海水は「汽水」に含まれない）

◆地下水（Groundwater - renewable)

地下にある水で、50年以内に自然から水が補充され、比較的浅いところにある地下水のこと

◆地下水（Groundwater – non-renewable)

50年のタイムスケールで自然から水が補充されておらず、比較的深いところにある地下水

◆随伴水（Produced water)

・石油およびガス貯留槽内の地下に閉じ込められた水が採掘中に地表に出てきたものを指す

・たいていはリサイクルされ、関連する工程で使用される
19
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◆第三者からの水（Third-Party sources)

・都市用水からの水や公的／私営施設からの水、他の機関からの汚染水なども含む

◆水不足（Water Scarcity)

・淡水資源の量的な不足

・水不足は、人が引き起こすものである。すなわち、水不足はある地域における水資源の量に対する人の水消費
量に左右される。したがって、水が極めて少ない地域にもかかわらず人による水の消費のない地域は水不足地
域ではなく「乾燥」地域であるとみなされる。

◆水ストレス（Water Stress)

・淡水に対する人と生態系の需要を満たす能力またはその能力の不足

・水ストレスは、水不足と比較してより包括的かつ広範な概念。水ストレスでは、水の利用可能性、水質、水への
アクセスなどの水資源に関連するいくつかの側面について考慮する。水へのアクセスは、とりわけインフラの充
足性や水の価格に左右されることが多い。

※様々な定義がありますので、貴社で定めた基準を明確にしていただき、それに沿ってご回答いただくようお
願いいたします。

CDP水セキュリティ質問書：用語の定義
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◆物理的リスク

企業に対して直接または間接的な影響を及ぼすような法律や規制の予期される、または予期されな
い変更や不確実性によって生じる。

◆規制リスク

水ストレスや水不足、洪水、汚染により生じる場合がある。物理的リスクは、生産に対する悪影響また
は物的資産に対する損害を引き起こす。

◆評判リスク

訴訟による影響、消費者行動の変化による製品リスク、投資家、消費者および現在／将来の従業員の
企業に関する意思決定に影響を及ぼす可能性のあるリスク

CDP水セキュリティ質問書：用語の定義
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◆取水量

・用途を問わず、あらゆる水源（地上水、地下水、臼井、地方自治体の水道など）から報告組織のバウン
ダリへ取水された総量（GRIガイドラインにおける定義）

・直接取水した水と仲介者が取水した水が含まれる

◆水消費量

・使用され、元の取水源に戻されない水の量（Ceres Aqua Gauge における定義）

・蒸発した水、発散した水、製品、作物、廃棄物の一部となった水、人や家畜に消費された水、そのほか
の方法で水源から除去された水が含まれる

・消費してしまい、水源から除去された水の量

その他の用語の定義については回答ガイダンスをご覧ください。

CDP水セキュリティ質問書：用語の定義
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https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
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2020年からの変更点の概要

 質問書の98％が「変更なし」または
「マイナーチェンジ」のいずれか。

 １つの新規設問（W1.2j）

セクター固有の新規設問なし。

削除された設問なし。

※２０２０年からの変更点の詳細は概要資料（日本語）及び詳細資料（英語）をご覧ください。

※モジュール別の詳細は上級編ウェビナーをご覧ください。
24

https://6fefcbb86e61af1b2fc4-c70d8ead6ced550b4d987d7c03fcdd1d.ssl.cf3.rackcdn.com/comfy/cms/files/files/000/004/599/original/0511_2021%E5%B9%B4%E5%A4%89%E6%9B%B4%E7%82%B9_%E6%B0%B4%E3%82%BB%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%AA%E3%83%86%E3%82%A3_JA.pdf
https://6fefcbb86e61af1b2fc4-c70d8ead6ced550b4d987d7c03fcdd1d.ssl.cf3.rackcdn.com/cms/guidance_docs/pdfs/000/002/021/original/CDP_water_methodology_changes.pdf?1589296711
https://japan.cdp.net/disclosure-support


CDP回答提出に向けて
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４月に送付された回答要請メールから、アカウントの作成またはサインインを行う。

回答ダッシュボードにてメインユーザーの設定を行う（※メインユーザーは毎年リ

セットされますので、毎年新たに設定いただく必要があります）。

回答事務費用の支払い手続きを行う。

CDＰが公開している各種資料、ＣＤＰが開催するセミナーなどの情報を参考に、

オンライン回答システム（ORS）上で回答を作成する。

７月２８日までにORS上で回答を提出する（回答の提出ができるのはメインユー

ザーのみ）。



CDPが提供している主な資料（リンク集）
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よくあるご質問（FAQ）

回答ダッシュボード使用方法（アカウントの作成など）

オンライン回答システム使用方法

スコアリングイントロダクション

気候変動・水セキュリティ・フォレスト質問書

各質問書に関するガイダンス資料・スコアリング基準

各質問書に関するウェビナー（動画・資料）

各質問書の前年からの変更点

公開されている他社回答へのアクセス

日本語版気候変動・水セキュリティ・フォレスト報告書

 CDPジャパンが開催するセミナー情報（過去の録画・資料含む）

https://6fefcbb86e61af1b2fc4-c70d8ead6ced550b4d987d7c03fcdd1d.ssl.cf3.rackcdn.com/comfy/cms/files/files/000/004/571/original/20210511FAQ.pdf
https://japan.cdp.net/disclosure-support
https://japan.cdp.net/disclosure-support
https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
https://japan.cdp.net/disclosure-support
https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
https://www.cdp.net/en/responses?utf8=%E2%9C%93&queries%5Bname%5D=
https://japan.cdp.net/
https://japan.cdp.net/events


CDP Worldwide-Japan
Address:東京都千代田区大手町2-2-1新大手町ビル3階

Tel: +81 (0)3 6225 2232

www.cdp.net/ja/japan（日本語サイト）

問い合わせ先代表: japan@cdp.net

SBT sbt.japan@cdp.net
RE100 re100.japan@cdp.net
CDPレポーターサービス reporterservices.japan@cdp.net
CDPサプライチェーンプログラム supplychain.japan@cdp.net
メディア関係 press.japan@cdp.net
回答事務費用の原本発行依頼 accounts.japan@cdp.net
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